
1．はじめに
私は、1991年(平成 3年)に札幌市で生まれ、豊

かな自然に囲まれた同市南区で育ちました。高校は
市内の商業高校に進学し、会計、情報処理などにつ
いて学びました。高校卒業後は、縁あって土木設計
を行う会社に就職し、その後建設コンサルタントで
ある現在の職場に転職し、主に河川構造物の設計を
担当しています。
このようにまわりの土木技術者と比べると少し異

色な経歴ですが、同じ様に畑違いの分野に身を置く
方々の参考になればと思い、今回の執筆をお引き受
け致しました。
2．受験の動機
上述した様に、土木について専門的に学んできた

わけではないため、自身のスキルアップとともに業
務を行う上での信頼関係をいち早く築くためのツー
ルとして、国家資格である技術士は大いに役立つと
考え、技術士取得を目標の一つとしました。
しかし一次試験は共通科目(数学・物理学・地学等)

の試験があり、二の足を踏んでいましたが、知らぬ
間に試験方法変更で廃止となっていたため、平成
28年度から受験する事にしました。
まずは目標として、20代の内に技術士取得！、、、

では自身の性格上長期化してしまう事が目に見えて
いたので、それに加え、一次・二次試験共に 1度の
受験での合格も目標に掲げ、短期決戦で試験に臨む
事を当面の目標としました。
3．一次試験
受験した建設部門では、都市計画、空港、河川、

道路など多岐にわたる試験範囲で、四苦八苦したの
を記憶しています。4～ 5年分の過去問を解き、正
答以外の選択肢についても内容を理解するように学
習し、なんとか合格にこぎつける事が出来ました。

4．二次試験
受験資格を得た平成 30年度からの受験となりま

したが、対策に充てる時間の確保が課題でした。た
だ忙しいからと言い訳する事なく、通勤時の地下鉄
内や昼休みといった隙間時間の活用、仕事で午前様
となった日でも帰宅後に学習が継続出来た事は、我
ながら良くやったと思っています。また意欲が低下
した時は、ネットで合格体験記を読み「自分なら出
来る」と自己暗示していました。
択一試験の対策としては、過去問をスマホのテス

ト勉強用アプリに入れいつでも解いていました。記
述試験については、キーワード学習を中心に国交省
や専門誌の記事を読み漁り知識を広げました。
記述試験時には途中で諦めかけましたが、「諦め

たらそこで試合終了」という某漫画のセリフが頭を
よぎり、埋めるだけ埋めようと気持ちを切替え、無
事に口頭試験への切符をたぐり寄せる事が出来まし
た。
口頭試験は業務経歴を中心に問われましたが、模

擬面接を 5回行っていた為、緊張する事なく臨む事
が出来、結果として無事に合格の通知を頂き、当初
の目標も達成する事が出来ました。
5．おわりに
本稿を書いている今年はちょうど元号が変わり、

令和元年となった年です。平成の時代に生まれ、平
成の内に技術士を取得出来た事は、一つの区切りと
してちょうど良かったと思っています。
今年度からは技術士 1年生として、令和の時代と

ともに年を重ね、技術士としての自覚とプライド、
そして謙虚さを持って研鑽に努め、社会に貢献して
いければと思っています。
最後になりますが、今回の受験に際しご協力頂い

た職場の皆様、また会社の垣根を越えて指導して下
さった先輩技術士の方々には、心より感謝致します。
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